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（　）は前々月比

[ 平成 27 年 3月 1日現在 ]

世帯数 2,569戸 (‒ 9)

人　口 5,959人 (‒28) 男 2,812人 (‒16)
女 3,147人 (‒12)
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こ
と
し
は
、
統
一
地
方
選
挙

と
し
て
、
４
月
に
徳
島
県
知
事

選
挙
、
徳
島
県
議
会
議
員
一
般

選
挙
、
神
山
町
長
選
挙
及
び
神

山
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
１２

月
に
は
神
山
町
議
会
議
員
一
般

選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
選
挙
の
投
票
率
低
下

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

選
挙
へ
の
参
加
の
重
要
性
を
有

権
者
一
人
一
人
が
良
く
認
識

し
、
自
ら
の
意
志
を
投
票
で
示

す
こ
と
が
、
民
主
政
治
を
さ
さ

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１.

選
挙
に参

加
す
る
た
め
に
は

選
挙
に
参
加
す
る
（
投
票
す

る
）
た
め
に
は
、
選
挙
権
が
あ

る
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
神

山
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

�

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
る
に
は
、
登
録
基
準
日

現
在
に
お
い
て

①
満
２０
歳
以
上
の
日
本
国
民

で
あ
る
こ
と
。

②
神
山
町
の
区
域
内
に
住
所

を
有
す
る
こ
と
。

③
そ
の
人
の
神
山
町
の
住
民

票
が
作
成
さ
れ
た
日
（
他

の
市
（
区
）
町
村
か
ら
住

所
を
移
し
た
人
に
つ
い
て

は
転
入
の
届
出
を
し
た

日
）
か
ら
、
引
き
続
き
３

ヶ
月
以
上
、
神
山
町
の
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

�

登
録
（
基
準
）
の
時
期

毎
年
３
月
、
６
月
、
９

月
、
１２
月
の
そ
れ
ぞ
れ
１

日
現
在
で
登
録
す
る
定
時

登
録
と
、
選
挙
の
つ
ど
登

録
す
る
選
挙
時
登
録
が
あ

り
ま
す
。

２.

投
票

投
票
は
、
選
挙
の
当
日
、
選

挙
人
が
定
め
ら
れ
た
投
票
区
の

投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

選
挙
当
日
、
仕
事
や
所
用
な

ど
の
た
め
に
投
票
所
へ
行
け
な

い
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す
。
期
日
前
投
票
は
、
選
挙

の
期
日
の
公
示
（
告
示
）
の
翌

日
か
ら
、
投
票
日
の
前
日
ま
で

神
山
町
選
挙
管
理
委
員
会
が
管

理
す
る
期
日
前
投
票
所
で
行
え

ま
す
。

ま
た
、
病
気
な
ど
の
た
め
病

院
な
ど
の
指
定
施
設
に
入
っ
て

い
る
方
は
、
不
在
者
投
票
管
理

者
の
管
理
す
る
不
在
者
投
票
所

（
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会

の
指
定
す
る
病
院
な
ど
を
含

む
）
で
投
票
で
き
ま
す
。

神
山
町
選
挙
管
理
委
員
会

は
、
選
挙
人
の
棄
権
防
止
な
ど

の
た
め
投
票
所
入
場
券
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
選
挙
の
際
に
、

「
投
票
所
入
場
券
が
届
か
な

い
」
ま
た
は
「
投
票
所
入
場
券

を
紛
失
し
た
」
と
き
な
ど
で

も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

公
職
選
挙
法
で
は
、「
選
挙

人
で
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ

る
」
次
の
人
に
限
っ
て
、
自
宅

等
に
お
い
て
、
選
挙
人
が
投
票

用
紙
に
記
載
し
、
郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
自
ら
投
票
の

記
載
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
と
し
て
定
め
ら
れ
た
障
害
の

あ
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
神
山

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出

た
人
に
投
票
に
関
す
る
記
載
を

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１.

郵
便
等
不
在
者
投
票
が

で
き
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳

・
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能

の
障
害
が
１
級
か
２
級

・
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の

障
害
１
級
か
３
級

・
免
疫
の
傷
害
１
級
か
ら
３
級

②
戦
傷
病
者
手
帳

・
両
下
肢
、
体
幹
の
障
害
が
特

別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で

・
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の

障
害
が
特
別
項
症
か
ら
第
３

項
症
ま
で

③
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
要
介
護
状
態
区
分
が
５

２.

郵
便
等
不
在
者
投
票
に
お

け
る
代
理
記
載
に
よ
る
投
票

が
で
き
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳

・
上
肢
、
視
覚
の
障
害
が
１
級

②
戦
傷
病
者
手
帳

・
上
肢
、
視
覚
の
障
害
が
特
別

項
症
、
第
１
項
症
、
第
２
項

症注

上
肢
、
視
覚
の
障
害
が

１
級
、
特
別
項
症
、
第
１

項
症
、
第
２
項
症
で
あ
っ

て
も
、
郵
便
等
に
よ
る
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

みみんんななのの意意見見をを反反映映ささせせよようう！！

選選挙挙はは棄棄権権ししなないいよようう投投票票ししままししょょうう。。
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で
き
る
選
挙
人
（
１
参

照
）
で
な
け
れ
ば
、
代
理

記
載
に
よ
っ
て
も
郵
便
投

票
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

以
上
に
該
当
す
る
人
で
も
、

実
際
に
郵
便
不
在
者
投
票
を
行

う
に
は
、
前
も
っ
て
「
郵
便
投

票
証
明
書
」
の
交
付
及
び
代
理

記
載
人
と
な
る
べ
き
人
の
届
出

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
町
選
挙
管
理
委

員
会
で
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

３.

徳
島
県
知
事
選
挙
、
徳
島

県
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
転

出
者
の
う
ち
投
票
で
き
る
人

に
つ
い
て

平
成
２７
年
４
月
１２
日
に
は
、

任
期
満
了
に
伴
う
徳
島
県
知
事

選
挙
及
び
徳
島
県
議
会
議
員
一

般
選
挙
が
執
行
さ
れ
る
予
定
で

す
が
、
県
内
の
他
市
町
村
に
住

所
を
移
し
て
も
、
次
の
よ
う
に

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
投
票
で
き
る
例
】

神
山
町
か
ら
、
県
内
の
Ａ
市

町
村
に
住
所
を
移
し
た
場
合
、

神
山
町
で
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
た
人
で
Ａ
市
町
村
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
人
は
、
転
出
先
の
Ａ
市
町

村
又
は
神
山
町
で
「
引
き
続
き

都
道
府
県
の
区
域
内
に
住
所
を

有
す
る
旨
の
証
明
書
」
ま
た
は

「
住
民
票
の
写
し
」
を
発
行
し

て
も
ら
い
、
こ
れ
を
神
山
町
の

投
票
所
で
提
示
し
た
場
合
、
神

山
町
で
投
票
で
き
ま
す
。

【
投
票
で
き
な
い
例
】

神
山
町
か
ら
県
内
の
Ａ
市
町

村
へ
、
そ
し
て
更
に
県
内
の
Ｂ

市
町
村
へ
住
所
を
移
し
た
人

は
、
２
回
以
上
住
所
を
移
し
た

こ
と
に
な
り
、
Ａ
市
町
村
ま
た

は
Ｂ
市
町
村
の
い
ず
れ
か
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
か
っ

た
人
は
、
ど
の
市
町
村
に
お
い

て
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。（
神

山
町
か
ら
県
内
の
Ａ
市
町
村

へ
、
そ
し
て
再
び
神
山
町
へ
住

所
を
移
し
た
人
も
、
Ａ
市
町
村

ま
た
は
神
山
町
の
い
ず
れ
か
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
場

合
を
除
き
、
２
回
以
上
住
所
を

移
し
た
こ
と
に
な
り
、
ど
の
市

町
村
に
お
い
て
も
投
票
で
き
ま

せ
ん
。）
詳
し
く
は
住
民
課
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

《注意》
町長選挙、町議会議員一般選挙の場合は、上記のように転出しても投票でき
る例はありません。転出によって、選挙人名簿に登録できなくなった人は、投
票することができません。

投 票 日

徳 島 県 知 事 選 挙 ４月１２日（日）
徳島県議会議員一般選挙 ４月１２日（日）
神 山 町 長 選 挙 ４月２６日（日）
神山町議会議員補欠選挙 ４月２６日（日）

お問い合わせ先：住民課 選挙管理委員会 ０８８－６７６－１１１３

平成２７年３月１５日発行３
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昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
神
山
の

昔
な
が
ら
の
製
法
で
漬
け
た
宝
石
の
よ

う
な
梅
干
し
「
神
山
ル
ビ
ィ
」
の
イ
ベ

ン
ト
を
３
月
１
日
か
ら
２２
日
ま
で
里
山

み
ら
い
（
旧
Ｊ
Ａ
神
領
支
所
購
買
所
）

に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
「
神
山
ル
ビ
ィ
ア
ワ
ー
ド
２

０
１
５
」
と
題
し
て
、
こ
だ
わ
り
の
梅

干
し
を
作
り
続
け
て
い
る
梅
農
家
さ
ん

に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
賞
を
設

け
る
こ
と
で
、
町
外
の
よ
り
多
く
の
皆

さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
未
来
の
子

供
た
ち
が
安
心
し
て
食
べ
て
い
け
る
伝

統
的
な
「
日
本
食
」
の
実
現
を
目
指
し

て
い
く
も
の
で
す
。

◎
９
人
の
梅
農
家
さ
ん
の
食
べ
比
べ

会
場
で
は
、
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
９

人
の
梅
農
家
さ
ん
（
下
記
参
照
／
敬
称

略
）
の
梅
干
し
の
食
べ
比
べ
が
で

き
ま
す
。
塩
分
濃
度
が
約
１６
％
、

材
料
は
梅
と
紫
蘇
と
塩
だ
け
と
い

う
同
じ
条
件
に
も
関
わ
ら
ず
、
味

わ
い
は
「
九
人
九
色
」。

ご
来
場
の
方
に
は
各
農
家
さ
ん

の
梅
干
し
を
試
食
し
、
お
気
に
入

り
の
３
品
を
選
ん
で
投
票
し
て
い

た
だ
き
ま
す
（
受
賞
梅
干
し
は
後

日
発
表
）。
も
ち
ろ
ん
、
会
場
で

は
出
品
さ
れ
た
梅
干
し
が
全
て
お
買
い

求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、
会
場
で
は
、
南
高
や
小
梅
、

古
梅
な
ど
５
種
類
の

梅
干
し
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
ギ
フ
ト
商
品

「
神
山
ル
ビ
ィ
利
き

梅
干
し
セ
ッ
ト
」
も

販
売
い
た
し
ま
す
。

◎
梅
の
季
節
を
堪
能

す
る
食
べ
歩
き
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー

開
催
期
間
中
、

「
梅
」
を
使
っ
た
特

別
限
定
メ
ニ
ュ
ー
が

食
べ
ら
れ
る
飲
食
店

を
は
じ
め
、
町
内
の

参
加
店
舗
や
阿
川
梅

ま
つ
り
会
場
で
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
開

催
。
左
記
の
店
舗
・
会
場
１０
ヶ
所
で
ス

タ
ン
プ
を
ひ
と
つ
ず
つ
押
し
ま
す
。
ス

タ
ン
プ
の
数
に
よ
っ
て
、
左
記
を
も
れ

な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
！

＊
４
コ
で
神
山
温
泉
券
１
枚

＊
１０
コ
で
「
神
山
ル
ビ
ィ
セ
ッ
ト
」

【
参
加
店
舗
・
会
場
】

◎
飲
食
店
（
梅
メ
ニ
ュ
ー
注
文
）：

Y
san

Pizza

、
松
葉
庵
、
粟
カ
フ
ェ
、
梅

里
、
宮
本
製
菓
、C

afé
on

y
va

（
カ

フ
ェ
オ
ニ
ヴ
ァ
）

◎
参
加
店
／
会
場：

里
山
み
ら
い
（
神

山
ル
ビ
ィ
ア
ワ
ー
ド
投
票
）、
阿
川
梅

ま
つ
り
（
二
之
宮
八
幡
神
社
訪
問
）、

道
の
駅
（
梅
関
連
商
品
５
０
０
円
以
上

購
入
）、
神
山
温
泉
（
入
浴
）
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雇用対策協定締結

１月１６日、神山町は徳島労働局と

雇用対策協定を締結しました。徳島

県内で労働局と雇用対策協定を締結

した自治体は鳴門市に次いで２番目

になります。

神山町へは近年サテライトオフィ

スの進出や移住者による起業により

少しずつではありますが雇用の場が

生まれています。徳島労働局と協力

し、雇用対策を進めることでUIJ

ターンの促進を図り、定住人口の増

加を目指します。

近畿神山会総会開催

２月１１日、大阪市天王寺区のホテ

ル アウィーナ大阪において、近畿

神山会第２４回総会が開催されまし

た。

神山町からは岩丸正史徳島県議会

議員をはじめ、後藤町長ほか来賓６

人と、神山町すだちっこくらぶ「す

だち座」の子供１２人、引率の先生２

人、寄井座の３人、道の駅と旬の市

神山の会員１０人の総勢３３人が参加し

ました。近畿神山会からは８５人の会

員の皆様が出席されました。総会が

開会すると、会旗の入場が行われま

した。

会場内のテーブルを回りながら壇

上に向かう会旗を見つめる皆様の目

は、遠く離れた故郷を見つめている

かのようで、暖かな眼差しをされて

おりました。総会は下分支部の森長

良男さんの議事進行により軽快に進

み、平成２７年度の行事計画として、

４月５日に四国八十八箇所霊場十二

番札所の焼山寺へふるさと訪問とし

て訪れることが報告されました。焼

山寺に向かう道中には四国遍路発祥

の地である衛門三郎杖杉庵もありま

す。４月は冬の寒さも和らぎ多くの

お遍路さんが訪れていることでしょ

う。

総会後の懇親会においては、すだ

ちっこくらぶ「すだち座」と寄井座

の皆様による人形浄瑠璃「傾城阿波

鳴門」の披露がありました。昨年初

めて「すだち座」が近畿神山会総会

に招待され、２年連続の出演となり

ました。子供が一生懸命人形を操作

する姿に会員の皆様も大変喜んでい

ました。

また、会場の入口では道の駅「温

泉の里神山」と「旬の市神山」の神

山物産販売コーナーが設けられ、ふ

るさとの味と香りを求める会員の

方々で賑わいました。最後は阿波踊

り神戸楠公連による阿波踊りが披露

され、会場総踊りとなりました。短

い滞在時間ではありましたが、元気

な会員の皆様から沢山の元気を頂

き、交流を深めることができまし

た。

自分の最期を考える

１月１２日、地域包括支援センター

主催による、「住み慣れた家で自分

らしく生きる」の講演会が、農村環

境改善センターで行われました。

講師には上勝町診療所の木下英孝

先生が招かれ、最期の生き方につい

て講演が行われました。

会場にはおよそ８０人が訪れ、日本

人の死亡原因や死亡場所の現状から

延命治療の是非、そして終活ノート

の記入方法など学びました。

最後に木下先生は、「人生終わりよ

ければすべて良し」心穏やかに、限り

ある人生を有意義に生ききることを

目指しましょうと話していました。

６広報かみやま No.２９７
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宮古市へ寄付
神領小バザーの収益金

１月２８日、神領小学校５・６年の

児童から「バザーの収益金を、阿波

踊りでお世話になった宮古市に復興

支援金として贈りたい」という提案

を受け、一人ひとりの手紙と寄せ書

きを添え、代表４人が後藤町長を訪

れました。町長からは「宮古のみな

さんが喜ばれることと思います。皆

さんのご厚意を宮古市に必ず届けま

ビジネス支援
図書コーナー設置

徳島県立図書館より、ビジネス関

連の図書２１５冊を借り受けました。

農村環境改善センター（神領字中

津）及びサテライトオフィスコンプ

レックス（下分字地野）で閲覧・貸

出を行っています。

学生にもわかりやすいお仕事小説

や起業に役立つ専門書など、ビジネ

スに関する様々な図書が揃っていま

すので、お気軽にご利用ください。

町長杯囲碁大会開催

１月１０日、農村環境改善センター

で平成２７年神山町長杯囲碁大会（１

月定例会）が開催され、１０人が参加

しました。

＊順位の決め方(特別ルール）

勝者の得点は１回戦４点・２回戦

３点・３回戦２点・４回戦１点の合

計点で争い得点の多い方が上位（同

点の場合直接対決で勝者が上位）

卓球大会開催

１月２５日、平成２６年度神山町卓球

大会を、神山町民体育館において開

催しました。今大会は、一般選手、

高校生、町内中学校から総勢３４人（男

子の部１６人、女子の部１８人）の参加

があり、男女別に３～４人リーグで

予選を行い、各リーグの上位２人が

決勝トーナメントに進みました。各

選手は、練習の成果を発揮し、好ゲー

ムを繰り広げました。

▲神領小の児童と先生たち

▲卓球大会参加者とその保護者たち

○問合せ先 ・閲覧・貸出に関すること NPO法人グリーンバレー �６７６－１１７７
・事業に関すること 神山町教育委員会 �６７６－１５２２

図書の一例をご紹介します。

書名
脱・限界集落株式会社
はじめての飲食店開業の教科書
お金をかけずに田舎ではじめるネット通販
仕事のカタログ２０１５－自由国民ガイド版
地域産業の永続性 発展を支える３つの要因
今治タオル 奇跡の復活
農業は脳業である 困ったときもチャンスです
労働総覧 平成２７年
世界一わかりやすい業界と職種がわかる本’１６

※コーナー設置期間：平成２７年１月から約半年間

ジャンル
お仕事小説
開業
起業・創業
仕事
地域創生・ブランディング
中小企業
農業・農村
労働
企業・業界情報

男女別個人戦の入賞者は次のとおりです。（敬称略）

男子の部：優勝 佐伯 暢芳、準優勝 南明 栄輝、第三位 森長 恭介
女子の部：優勝 松本 ひなた、準優勝 相原 佑香、第三位 政岡 明日香

（敬称略）
A級
優 勝：峯 勝久 ４勝０敗
準優勝：前田佳躬 ３勝１敗
B級
優 勝：金沢孝一 ３勝１敗（９点）
準優勝：堀井靖夫 ３勝１敗（８点）

ス
ポ
ー
ツ

す。」と答えました。神領小学校の皆さん、ありがとうございました。

平成２７年３月１５日発行７
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中央簡易水道
中央配水池 完成

平成２５年度から神領字谷で築造し

ていました中央簡易水道の中央配水

池が完成しました。

配水池はステンレス鋼板製の２槽

式で容量は４８０m３の貯水が可能で、

特殊なパネル形状や全溶接工法より

高い耐震性を持った耐震化構造に

なっています。また、２槽の内１槽

には緊急遮断弁を設置しており、地

震で水道管が破損し多量に水が流れ

だしても緊急遮断弁が作動すること

で水を確保することができます。

確保した水は、飲料水として避難

所など、皆様にお配りすることがで

きます。

林業見学会開催

２月１４日、林業従事希望者向けの

見学会を行いました。

町内外から１１人が参加し、林業の

現状、仕事内容などについて説明を

受け、森林組合が行っている木材搬

出現場を見学し、午後からは実際に

チェーンソーを使って間伐体験も行

いました。

１２月に開催したチェーンソー講習

会に続いて今回も町、森林組合、グ

リーンバレーの３者で行い、募集で

はハローワーク徳島が毎週発行して

いる求人情報誌にも掲載していただ

きました。

来年度以降も継続して林業振興に

繋がる研修会を行う予定です。

鬼籠野地区
防災訓練開催

１月１８日、鬼籠野輝きフォーラム

と自主防災会が主催で、鬼籠野地区

防災訓練を開催しました。

約１００人が参加して、炊き出し訓

練、AED使用訓練など災害の発生

に備えて、参加者は真剣に取り組ん

でいました。

また、１月２９日には、４地区に分

かれて、災害図上訓練を行いまし

た。

災害図上訓練は、参加者が地図を

囲んで、自分たちが住んでいる地域

の危険箇所や内容を議論し、情報を

共有することにより、地域の防災力

を向上させるということを目的とし

ています。地図作成後には、地域の

課題等について、グループごとに発

表を行いました。

文化財防火デーに伴う
消防演習

文化財防火デーは、昭和２４年１月

２６日に日本最古の壁画である奈良県

斑鳩町の法隆寺金堂の壁画が炎上し

焼損したことを契機に制定されまし

た。これに伴い、神山町でも町内の

文化財に対する消防演習を毎年実施

しています。

今年は、下分字黒口の「善長寺」

で行われました。火災を想定しての

訓練を開始し、玉谷自衛消防や地元

住民による通報訓練、文化財の非常

搬出、初期消火を行い、下分分団第

５部と神山消防署による連結放水訓

練を実施しました。その後、地元住

民を対象にした消火器の取扱訓練が

行われました。

▲炊き出し訓練の様子 ▲AED使用訓練の様子 ▲災害図上訓練の様子

８広報かみやま No.２９７



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

神
山
町
議
会

２
月
臨
時
会

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

老
朽
化
に
伴
う
機
器
更
新
の
た
め
、

神
山
・
佐
那
河
内
地
域
情
報
施
設
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
器
等
の
財
産
の
取
得
に
つ

い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
２６
年
度
施
行
２６
年
災
第
２
７
４

号
道
路
災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

契
約
金
額
を
５
２
９
２
万
円
に
す
る

な
ど
の
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

神
山
町
高
齢
者
路
線
バ
ス
定
期
券
購

入
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

神
山
町
で
は
平
成
２７
年
４
月
よ
り
、

高
齢
者
の
方
の
移
動
に
係
る
経
済
的
負

担
及
び
ご
家
族
の
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
で
き
る
よ
う
徳
島
バ
ス
株
式
会
社
が

６５
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
販
売
し
て
い

る
「
な
が
い
き
定
期
券
」
の
購
入
に
あ

た
り
、
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

◆
対
象
者

神
山
町
内
に
住
所
を
有
す
る
６５
歳
以

上
の
方
で
、
町
税
そ
の
他
町
の
収
入
に

係
る
滞
納
が
な
い
方

◆
対
象
と
な
る
定
期
券

徳
島
バ
ス
株
式
会
社
が
販
売
す
る

「
な
が
い
き
定
期
券
」

（
た
だ
し
、
定
期
券
の
有
効
期
間
の

開
始
日
が
平
成
２７
年
４
月
１
日
以
降
の

も
の
）

◆
助
成
の
額

定
期
券
購
入
費
の
３
割
を
助
成
（
１

０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

◆
申
請
手
続
き

本
庁
、広
野
支
所
、各
公
民
館
で
受
付

（
購
入
日
よ
り
１
ヶ
月
以
内
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
）

〈
お
持
ち
い
た
だ
く
物
〉

①
印
鑑

②
定
期
券

③
通
帳
又
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

④
委
任
状
（
代

理
申
請
の
場
合
）

※「
な
が
い
き
定
期
券
」に
つ
い
て
は
、

次
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
な
が
い
き
定
期
券
」
と
は

徳
島
バ
ス
株
式
会
社
が
６５
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
販
売
し
て
い
る
定
期
券

で
、
高
速
バ
ス
を
除
く
、
一
般
路
線
バ

ス
全
路
線
（
徳
島
バ
ス
路
線
・
鳴
門
市

協
定
路
線
）
が
乗
り
放
題
と
な
る
も
の

で
す
。

●
定
期
券
の
種
類
及
び
価
格
（
平
成
２７

年
３
月
時
点
）

・
３
か
月
定
期
券

１
５
、
０
０
０
円

・
６
か
月
定
期
券

２
４
、
０
０
０
円

・
１
年
定
期
券

３
６
、
５
０
０
円

●
販
売
場
所

・
徳
島
バ
ス
予
約
セ
ン
タ
ー

・
徳
島
バ
ス
北
島
営
業
所

・
徳
島
バ
ス
鳴
門
営
業
所

・
徳
島
バ
ス
鴨
島
営
業
所

・
徳
島
バ
ス
橘
営
業
所

・
徳
島
バ
ス
川
口
営
業
所

・
徳
島
バ
ス
小
松
島
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー

・
徳
バ
ス
観
光
サ
ー
ビ
ス
ア
ミ
コ
営
業

所
・
徳
バ
ス
観
光
サ
ー
ビ
ス
鳴
門
営
業
所

・
徳
バ
ス
観
光
サ
ー
ビ
ス
鴨
島
営
業
所

・
徳
バ
ス
観
光
サ
ー
ビ
ス
阿
南
営
業
所

・
徳
バ
ス
観
光
サ
ー
ビ
ス
ゆ
め
タ
ウ
ン

チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

●
購
入
時
に
必
要
な
も
の
（
ご
持
参
く

だ
さ
い
）

・
運
転
免
許
証
や
年
金
手
帳
等
の
本
人

と
年
齢
確
認
で
き
る
証
明
書
。

・
顔
写
真
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
５
㎝
）

を
一
枚
。

※
本
定
期
券
は
払
戻
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

注
）
な
が
い
き
定
期
券
は
、
徳
島
市
受

託
路
線
（
一
宮
線
、
天
の
原
西
線

な
ど
）
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
せ
先

徳
島
バ
ス（
株
）

本
社

営
業
部

運
輸
課

�
０
８
８－

６
２
２－

１
８
１
１
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
基
準

が
変
わ
り
ま
す

「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総

合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」の

成
立
に
よ
り
、介
護
保
険
制
度
が
平
成
２７

年
４
月
か
ら
段
階
的
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

現
在
は
要
介
護
１
か
ら
５
の
方
が
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
で
き
ま

す
が
、
平
成
２７
年
４
月
か
ら
は
、
要
介

護
３
か
ら
５
の
方
に
入
所
が
限
ら
れ
、

要
介
護
１
・
２
の
方
は
、
新
た
に
入
所

で
き
ま
せ
ん
。

平
成
２７
年
３
月
末
ま
で
に
入
所
し
て

い
る
方
は
、
要
介
護
１
・
２
で
も
そ
の

ま
ま
入
所
で
き
ま
す
。

要
介
護
１
・
２
の
方
で
も
、
や
む
を

得
な
い
事
情
で
在
宅
生
活
が
著
し
く
困

難
な
場
合
は
、
特
例
で
入
所
が
認
め
ら

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課

介
護
保

険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７
６－

１
１
１
４

Ｉ
Ｐ
２
０
０
４

議
会
事
務
局
Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７
６－
１
５
１
１

Ｉ
Ｐ
２
０
０
２

平成２７年３月１５日発行９



町からのお知らせ町からのお知らせ

神
山
町
賃
借
料
情
報

平
成
２１
年
１２
月
１５
日
に
、
改
正
農
地

法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、

標
準
小
作
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
毎
年
市

町
村
ご
と
に
貸
借
料
情
報
の
提
供
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
２４
年
１
月
か
ら
平
成
２６
年
１２
月

ま
で
に
町
内
で
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た

賃
貸
借
に
お
け
る
賃
借
料
の
平
均
額

（
１０
ア
ー
ル
あ
た
り
）
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
を
次
の
と
お
り
関
係
者

の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

○
縦
覧
期
間

平
成
２７
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
１
日

ま
で

（
た
だ
し
、期
間
中
の
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
き
ま
す
）

○
縦
覧
時
間

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
縦
覧
場
所

神
山
町
税
務
保
険
課

※「
関
係
者
」と
は
町
内
に
所
在
す
る
土

地
及
び
家
屋
に
対
し
て
課
税
す
る
固

定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
・
納
税
管

理
人
及
び
納
税
義
務
者
の
委
任
状
を

持
っ
た
代
理
人
等
の
固
定
資
産
税
に

直
接
関
係
の
あ
る
人
を
い
い
ま
す
。

※
縦
覧
に
は
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

死
亡
届
を
提
出
さ
れ
る
方
へ（
お
願
い
）

死
亡
届
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
お
医

者
さ
ん
に
、
死
亡
診
断
書
（
死
体
検
案

書
）
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
ら
、
死
亡

診
断
書
の
左
側
の
「
死
亡
届
」
を
ご
記

入
の
う
え
、ご
提
出
く
だ
さ
い
。特
に
、

使
者
（
ご
近
所
の
方
）
に
死
亡
届
の
提

出
を
依
頼
さ
れ
る
場
合
は
、ご
遺
族（
届

出
人
）
の
方
は
あ
ら
か
じ
め
死
亡
届
書

に
記
入
の
う
え
、
お
渡
し
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
死
亡

届
書
提
出
時
に
火
葬
許
可
証
を
発
行
い

た
し
ま
す
が
、
火
葬
許
可
証
に
は
火
葬

さ
れ
る
場
所（
火
葬
場
）を
記
載
し
て
い

ま
す
。
火
葬
場
が
未
確
定
の
ま
ま
死
亡

届
書
を
提
出
な
さ
れ
ま
す
と
、
そ
の
場

で
交
付
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
再

度
、
来
庁
し
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、死
亡
届
書
を
提
出
す
る
際

に
は
火
葬
場
が
確
定
し
て
か
ら
お
越
し

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
）

①
死
亡
届
書
（
病
院
で
交
付
を
受
け
た

死
亡
診
断
書
に
届
出
人
が
記
入
・
押

印
し
た
も
の
）

②
届
出
人
の
認
印
（
届
書
に
押
印
し
た

も
の
）

③
火
葬
場
使
用
料

３
２
、
５
０
０
円

（
徳
島
西
（
不
動
）
火
葬
場
を
使
用

の
場
合
）

な
お
、土
・
日
曜
日
、休
日
等
に
届
出

さ
れ
る
場
合
に
は
、
火
葬
場
使
用
料
は

後
日
、住
民
課
ま
た
は
広
野
支
所
で
納
め
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ.

誰
が
届
出
人
に
な
り
ま
す
か
？

Ａ.

死
亡
の
届
出
は
、
第
一
「
同
居
の

親
族
」、第
二「
そ
の
他
の
同
居
者
」、

第
三
「
家
主
、
地
主
又
は
家
屋
若
し

く
は
土
地
の
管
理
人
」
の
順
序
に
よ

り
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
順
序
に
か
か
わ
ら
ず
届
出

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
同
居

の
親
族
以
外
の
親
族
も
届
出
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
戸
籍
法

の
改
正
に
伴
い
、後
見
人
、保
佐
人
、

補
助
人
、
任
意
後
見
人
も
届
出
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
死
亡
さ
れ
た
方
の
戸
籍
の
死
亡
事
項

に
、届
出
人
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
住
民
課
住
民
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
人
口
動
態
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は

皆
さ
ん
か
ら
の
出
生
・
死
亡
・
死
産
・

婚
姻
及
び
離
婚
の
各
届
書
を
も
と
に
出

生
や
死
亡
の
状
況
な
ど
を
調
べ
る
も
の

で
す
。

今
年
は
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
で

あ
る
こ
と
か
ら
「
人
口
動
態
職
業
・
産

業
調
査
」
を
実
施
し
、
届
書
に
職
業
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
死
亡

届
に
は
併
せ
て
産
業
の
記
入
も
お
願
い

し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
今
後
の
厚
生
労
働
行

政
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。
届
け
出
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
調
査
期
間

平
成
２７
年
４
月
１
日
〜

平
成
２８
年
３
月
３１
日

●
調
査
対
象
者

出
生
・
死
亡
・
死
産
・

婚
姻
・
離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方
々

●
調
査
方
法

各
届
書
を
出
さ
れ
る
際

に
職
業
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
死
亡
届
に
は
産
業
も
併
せ
て

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住
民
課
及
び
広
野
支
所
に
「
職
業
・

産
業
例
示
表
」を
備
え
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
参
考
の
う
え
記
入
を
お
願
い
し
ま

農
業
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７
６－

１
１
１
９

Ｉ
Ｐ
２
０
０
８

データ
件数

２０件

１３件

１０件

※なお、この「賃借料情報」は調査期間中に
有償で貸し借りされた事例の集計値であ
り、拘束力はありません。賃借料決定の参
考として提供するものですので、実際の貸
し借りの契約の際には、貸し手と借り手で
よく話し合って賃借料を決めてください。

最低額
（円）

５，０００

１０，０００

１０，０００

最高額
（円）

２０，０００

１０，０００

４４，６０８

平均額
（円）

１２，１５０

１０，０００

２５，６８２

田
（水稲）

畑
（普通畑）

畑
（樹園地）

住
民
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７
６－

１
１
１
３

Ｉ
Ｐ
２
０
０
３

税
務
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７
６－

１
１
１
５

Ｉ
Ｐ
２
０
０
５

１０広報かみやま No.２９７



す
。わ
か
ら
な
い
場
合
は
住
民
課
及
び
広

野
支
所
窓
口
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

平
成
２７
年
度
自
衛
官
募
集
に
つ
い
て

一
般
幹
部
候
補
生

各
自
衛
隊
の
幹
部
自
衛
官
と
な
る
者

（
飛
行
要
員
含
む
）
を
養
成
す
る
制
度

で
す
。

採
用
と
同
時
に
陸
上
・
海
上
・
航
空

の
各
自
衛
隊
曹
長
に
任
命
さ
れ
、
幹
部

候
補
生
と
し
て
一
定
期
間
の
教
育
を
受

け
た
後
、
３
等
陸
・
海
・
空
尉
に
昇

任
、
幹
部
自
衛
官
と
な
り
ま
す
。

募
集
人
員
（
参
考
２６
年
度
）

陸

約
１
０
０
名（
う
ち
女
子
約
５
名
）

海

約
５０
名
（
う
ち
女
子
１０
名
）

空

約
４０
名
（
男
女
の
区
分
な
し
）

資
格２０

歳
以
上
２６
歳
未
満
の
者
（
２２
歳
未

満
の
者
は
大
卒
（
見
込
含
））

受
付
期
限

平
成
２７
年
５
月
１
日

試
験
期
日

１
次

平
成
２７
年
５
月
１６
日
・
１７
日

（
１７
日
は
飛
行
要
員
の
み
）

２
次

平
成
２７
年
６
月
１６
日
〜
１９
日

（
飛
行
要
員
の
み
３
次
有
）

最
終
合
格
発
表

（
陸
・
海
）
平
成
２７
年
８
月
７
日

（
空
）
平
成
２７
年
９
月
４
日

入
隊平

成
２８
年
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬

募
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い

て
は

自
衛
隊
徳
島
地
方
協
力
本
部

鴨
島
地

域
事
務
所
（
吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島

２
０
１
鴨
島
中
央
ビ
ル
）

�
０
８
８
３－

２
４－

７
０
０
８

http
://w

w
w
.m
od.go.jp/pco/tokushim

a/index.htm
l

神
山
町
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
金

交
付
制
度
の
ご
案
内

平
成
２７
年
度
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助

成
金
交
付
制
度
は
、
神
山
町
文
化
ス

ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
金
へ
と
変
わ
り
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
多

様
な
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
が
目
的
で

す
。

①
対
象

国
、
自
治
体
及
び
教
育
委
員
会
が
主

催
又
は
後
援
す
る
文
化
活
動
・
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
、
予
選
等
を
経
た
四
国
大
会

以
上
の
大
会
へ
の
参
加
。

②
交
付
額

１
万
円
（
但
し
、
小
中
学
生
が
全
国

大
会
へ
出
場
し
た
場
合
の
み
２
万
円
）

③
申
請
の
た
め
に
必
要
な
書
類

奨
励
金
交
付
申
請
書
、
大
会
要
項
や

日
程
を
記
し
た
書
類
、
参
加
申
し
込
み

等
代
表
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

（
写
し
で
可
）

※
必
要
な
書
類
の
様
式
は
、
教
育
委
員

会
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
事
前
申
請

が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
神
山
町
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
教

育
委
員
会

社
会
体
育
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
２７
年
度
神
山
町
奨
学
資
金
貸
与

生
の
募
集

１.

資
格

・
高
校
生
は
、
入
学
前
１
年
以
上
引

き
続
き
本
町
在
住
者

・
大
学
生
・
専
門
学
校
生
は
、
入
学

前
２
年
以
上
引
き
続
き
本
町
在
住

者
・
成
績
優
秀
で
操
行
の
善
良
な
者

・
就
学
の
経
済
的
負
担
が
困
難
と
認

め
ら
れ
た
者

２.

貸
付
額

・
高
校
生
、
高
専
生

月
額
２
万
円

・
大
学
生
、
専
門
学
校
生

月
額
３
万
円

３.

申
請
の
た
め
に
必
要
な
書
類

奨
学
資
金
貸
与
願
、
奨
学
生
推
せ
ん

調
書
、
住
民
票
謄
本
、
町
税
の
納
税
証

明
書

※
必
要
な
書
類
の
様
式
は
、
神
山
町
教

育
委
員
会
、
町
内
各
中
学
校
に
あ
り

ま
す
。

審
査
の
結
果
、
決
定
し
た
場
合
に

は
２
人
の
連
帯
保
証
人
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

４.

募
集
締
切

４
月
１５
日
（
水
）

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会

奨
学
資

金
貸
付
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

求
職
者
支
援
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

求
職
者
支
援
制
度
は
、
雇
用
保
険
を

受
給
で
き
な
い
求
職
者
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
、職
業
訓
練（
介
護
・
パ
ソ
コ
ン
・

医
療
事
務
）
な
ど
を
通
じ
て
、
早
期
就

職
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

●
「
求
職
者
支
援
訓
練
受
講
説
明
会
」

の
開
催
日
時
（
事
前
予
約
不
要
）

４
月
６
日
（
月
）
１０
時
〜
１１
時
３０
分

４
月
２２
日
（
水
）
１０
時
〜
１１
時
３０
分

５
月
１１
日
（
月
）
１０
時
〜
１１
時
３０
分

５
月
２７
日
（
水
）
１０
時
〜
１１
時
３０
分

�
徳
島
公
共
職
業
安
定
所

�
６
２
２－

６
３
７
４

（
徳
島
市
出
来
島
本
町
１
丁
目
５
番
地
）

国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

高
校
、
大
学
へ
の
入
学
時
・
在
学
中

に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な

融
資
制
度
で
す
。
お
子
さ
ま
１
人
に
つ

き
３
５
０
万
円
以
内
を
固
定
金
利
で
利

用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
ま
た
は

�
０
５
７
０－

０
０
８
６
５
６

�
０
３－

５
３
２
１－

８
６
５
６
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７
６－

１
５
２
２

Ｉ
Ｐ
２
０
０
９
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国国民民年年金金のの加加入入方方法法

国民年金は誰もが加入する制度です。
日本に住んでいる２０歳以上６０歳未満のすべての方は、国民年金に加入することになります。
加入者は、職業などによって３つのグループに分かれており、それぞれ加入手続きが異なります。

自営業者、学生、フリーター、無職の方などで、加入手続きはご自分で住所地
の市区役所・町村役場の国民年金担当窓口で行います。

会社員や公務員など、厚生年金保険や共済組合に加入されている方で、加入手
続きは勤務先が行います。

第２号被保険者に扶養されている配偶者の方で、加入手続きは第２号被保険者
の勤務先を経由して行います。

また、届出は加入するときだけでなく、以下のケースの場合も必要です。
もし、届出されなかった場合、年金額が少なくなったり受け取れない場合もありますので、必ず

住所地の市区役所または町村役場の国民年金担当窓口へ届出をしましょう。

持参するもの

印鑑（本人自署の場合は
不要）
年金手帳

印鑑（本人自署の場合は
不要）
年金手帳

国国民民年年金金保保険険料料はは口口座座振振替替ががおお得得でですす

国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が

省けるうえ、納め忘れもなく、とても便利です。
また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月 ５々０円割引される早

割制度や、現金納付よりも割引額が多い６カ月前納・１年度前納・２年度前納もあり、大変お得です。
口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望

の金融機関または年金事務所へお申し出ください。

詳しくは徳島北年金事務所 電話０８８－６５５－０２００ または
住民課年金係 電話０８８－６７６－１１１３（IP２００３）までお問い合わせください。

りり

異動の内容

第２号被保険者から第１号被保険者になりま
す。（第３号被保険者に該当する場合を除く。）

第３号被保険者から第１号被保険者へ

よよだだ金金年年民民国国

届出が必要なとき

退職したとき
（厚生年金や共済年金加
入者の場合）

配偶者に扶養されていた
が、配偶者が厚生年金、
共済年金を辞めたとき

第１号被保険者

第２号被保険者

第３号被保険者

１２広報かみやま No.２９７



健康づくりシリーズ�

健診や病院の血液検査などで「LDLコレステロールが高い」と言われたことはないですか？
コレステロールは体に必要なものですが、多すぎても少なすぎてもよくありません。
コレステロールについての学習です。

ココレレスステテロローールルっってて何何？？ 多多いいととどどううししてていいけけなないいのの？？

コレステロールは、私たちの体の細胞膜
やホルモン、胆汁酸の材料となるもので、
生命の維持に欠かせない物質です。
エネルギーとして使われることはなく、

お腹など体にためることができないので、
余分なコレステロールは血液中でウロウロ
しています。

プラークには２つのタイプがあります

�
少ない

やぶれにくい

安定プラーク

お問い合わせ・健康に関するご相談は 神山町健康福祉課予防係 TEL６７６－１１１４ IP２００４

LDL（悪玉）コレステロールについて知ろう！（１）

LDLコレステロール
�

多い
やぶれやすい

不安定プラーク

�

細胞膜の材料

�

加齢
細胞膜の入れ替え
能力が落ちる

�

�

自分の LDLの値を見てみましょう。次号も
LDLについてです。

LDLコレステロールの仕事は？

余る

血液の中を
ウロウロする

�

ホルモンの材料

�

閉経
卵巣が小さくなる
１０gから１gに。

�

食べたゴミをそのまま放置。血
管壁がふくれる。
「プラーク」と言います

不要な物（酸化 LDL)になり、
掃除係（マクロファージ）が食
べる

不安定プラークが破れると、脳
や心臓の血管に流れてつまる。
�

脳梗塞、心筋梗塞

余分な LDLコレステロールが
血管壁に入り込む

平成２７年３月１５日発行１３
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介護予防シリーズ�

����� ����	

食事や会話を楽しんだり、笑顔に自信の持てる人は心身共に豊かになり自然

と若々しく感じます。これは「食べる」「話す」といったお口の働き（口腔機能）
に異常がなく、全身の健康が保たれているからです。お口の機能が低下すると
唾液の分泌が少なくなったり、しっかりと噛んで食べることができなくなるな
ど、日常生活に支障が出てきます。病気の原因にもなりかねません。
口腔機能の低下を防ぐには、正しい歯磨きやお口の運動などの口腔ケアが大切です。いつまでも

元気でいきいきと過ごすために、お口のケアを心がけましょう。

こんな症状に心当たりはありませんか？

★痰が絡む

★口臭がある

★薬が飲みにくい

★しゃべりにくい

★表情が乏しい

口腔ケアを始めよう
口腔の体操

●口腔の体操
●歌を歌う

など

１．食後は必ず歯をみがこう

虫歯も歯周病も細菌による感染症です。食後にはていねいに歯をみがいて口の中を清潔にし、予
防しましょう。とくに寝ている間は口腔内の細菌が繁殖しやすいので夕食後の歯磨きは念入りにし
ましょう。

２．義歯（入れ歯）は毎日しっかり洗浄しよう

必ず口から外して歯ブラシを使ってしっかりと洗いましょう。
口内の状態は常に変化しているので、義歯が合っているか定期的に点検をして

もらったり、痛みや違和感のあるときには、早めに歯科医師に診てもらいましょう。
お口の体操等については次号でご案内します。

お問い合わせは…地域包括支援センター 電話：６７６－１１８５（IP２０３１）

＋

★口が渇く

★食べ物をこぼす

★食事に時間がかかる

★口の中に食べかすが残る

★ブクブクうがいができない

口の手入れ

●歯磨き
●うがい

など

１４広報かみやま No.２９７
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戸別受信機の使用方法について

新しく設置したデジタル戸別受信機の使用方法についてお知らせします。

新しく録音・再生機能が付いていますので、家を留守にする場合などにご使用ください。

なお、通常の放送を聞くときは、特別な操作は必要ありませんので、そのままご使用ください。

①機器の各部

※放送中の電源ランプは赤が点滅しますが、故障ではありません。

※録音時間（最大８０件４０分）がいっぱいになったら自動的に古いものから消去されます。

②電池の交換
通常はコンセントから電源を取っているので、電池は使用していませんが、停電の時に緊急放送

をすることが想定されます。また、電池を交換しなかった場合には、電池から液漏れし、機器の故

障の原因にもなりますので、年１回の交換をお願いします。

（１）機器の右側面の電源スイッチを切る。

（２）機器の前面の電池フタを右へスライドさせ持ち上げる。

（３）電池を交換する。

電池は単一・単二・単三が使用可能です。（２本必要）

（４）機器の前面の電池フタを閉める。

（５）機器の右側面の電源スイッチを入れる。

※電池切れの場合は、電源ランプが緑⇔赤と交互に点滅します。

また、「電池を交換してください。」と音声でもお知らせします。

（２）音量つまみ

音量を大きくしたいときは

右へ、小さくしたいときは

左へ回してください。

※火災等の緊急放送は最大

音量で放送されます。

音量つまみを押すと通常

の音量に戻ります。

（１）電源ランプ

●緑の点灯は正常です。

●赤の点灯は停電またはコ

ンセント抜けです。

�� 緑と赤の交互点

滅は電池交換です。

赤の点滅は故障です。

役場に連絡してください。

（４）再生ボタン

緑が点灯しているときは、再生していない放

送があります。再生ボタンを押してしばらく

すると新しいものから順に再生します。

（３）録音ボタン（留守番録音）

録音ボタンを押しておくと放送が録音されます。

録音ボタンを押すと●赤が点灯します。

電源スイッチ

電池フタ

平成２７年３月１５日発行１５



平成２６年中の神山町内の火災と
救急件数について

１）火災出動件数について
平成２６年の火災出動は車両火災１件と建物火災２件の計３件発生しました。
３月１日から７日は春の火災予防運動期間です。風が強く空気が乾燥しま

すので、火の元には十分注意しましょう。
２）救急出動件数について
平成２６年中の神山町内の救急出動は２７３件あり２５１人を搬送しました。そのうち１１人がドクターヘ

リで病院へ搬送されています。
救急搬送された方の約７０％が６５歳以上の高齢者で、入院が必要な中等症以上の方が搬送人員の約

６割を占めています。
携帯電話や IP電話からの１１９通報が年々多くなっています。
携帯電話からは０８８－６７６－１１９９ IP電話からは２１１９番をダイヤルしてください。

１１９

消防署だより

�������	
��
�������

住宅防火いのちを守る７つのポイント
３つの習慣
◎寝たばこは絶対止める。
◎ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
◎ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策
◎逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
◎寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
◎火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
◎お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

１６広報かみやま No.２９７
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３月、４月は、卒業や入学など、子どもたちにとって、大きく

生活環境が変化する時期です。それらの変化に伴い、子どもが非

行に走ったり、また福祉犯などの犯罪被害に遭うケースが少なく

ありません。

また、非行や犯罪被害を防止するためには、家庭をはじめ、地

域が一丸となって、子どもに関心を持ち、注意を払うことが大切

です。
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● 携帯電話等を介した犯罪被害が多発！

春は進学などで携帯電話等を購入することの多い時期ですが、携帯電話等を介して、子ども達が犯罪

被害に遭うケースが多発しており、被害の多くがフィルタリングを利用していない携帯電話等からアク

セスしている現状にあります。

● 子どもの携帯電話等にはフィルタリングを付けることは、親としての責務！

子ども（１８歳未満）が携帯電話等を使用する場合には、必ずフィルタリング（有

害サイトへアクセスしないように制限する機能）を利用しましょう。

フィルタリングは、携帯電話ショップで簡単に手続きできます。

● 携帯電話等の利用ルールを家族で話し合おう！

◆利用の目的・使い方を決める。

◆個人情報や悪口を書き込まない。

◆ルール違反をしたら使わせない。等々…

少年サポートセンターや石井警察署刑事生活安全課では家庭問題や交友問題、学校問題等少年の悩みや

困り事について、少年補導職員等が必要な指導・助言を行っています。

１１０

駐在所だより
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もし被害に遭ったら、一人で悩まないで、気軽に相談を！

徳島県警察少年サポートセンター
ヤングテレフォン �０８８－６２５－８９００（平日８：３０～１７：１５）
いじめホットライン �０８８－６２３－７３２４（２４時間）
サンデー親子相談室 （毎月第１日曜日に開催 １０：００～１６：００）

平成２７年３月１５日発行１７
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～緑黄色野菜で元気な細胞をつくろう～

�������	
���
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■材 料 ４人分

サラダ油 ……………………大さじ１
みそ ………………………大さじ１
砂糖 ……………………………少々
しょうゆ …………………小さじ１
みりん・酒・マヨネーズ
…………………………各小さじ２

■作り方
①菜の花は、硬めにゆでて３㎝長さに切る。皮ごとゆでたじゃが芋は、皮
をむいて大きめの一口大に切る。玉ねぎとエリンギは薄切り、豚薄切り肉
は、３㎝長さに切る。
②油で玉ねぎ、豚肉、エリンギ、じゃが芋、菜の花の順に炒める。
③カッコの調味料を合わせたものを、加えてサッと炒める。

この料理で、野菜が５０gしか摂れないので、あと７０gぐら
いサラダやスープなどで摂りましょう。

菜の花（緑黄色野菜）
………………………１／２束（１００g)
ゆでじゃが芋（芋類）…４個（４００g)
玉ねぎ（淡色野菜）…１／２個（１００g)
エリンギ（きのこ類）……１本（３０g)
豚薄切り肉 ………………………１５０g

ワンポイント
アドバイス

������

野菜１日３５０g！

栄養価１人分：エネルギー２５７kcal、たんぱく質１０．４g
脂質１２．６g、塩分０．７g 野菜総重量５０g

�������		
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次回は平成２４年～２６年生まれで５月・６

月が誕生日の子（町内に住所を有するこ

と）を募集します。

掲載を希望する方は、役場広報編集委員

会まで写真を送付してください。締切は４

月１５日です。

※掲載回数は１回までです。複数回の掲載

はできませんのでご了承ください。

し みず つばさ

清水 翼くん
H２６．３．２生（１歳・男）

下分字松ノ本

表
◆

紙
◆

ル
◆

ポ
◆

ル
◆

タ
◆

ー
◆

ジ
ュ

約
１
８
０
年
前
、
阿
川
の
松
尾
で

は
長
引
く
干
ば
つ
に
よ
る
凶
作
に
苦

し
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
住
民
た
ち

は
こ
れ
は
天
の
神
々
の
怒
り
と
思

い
、
二
ノ
宮
八
幡
神
社
の
御
神
前
で

獅
子
舞
を
行
っ
て
雨
乞
い
を
続
け
た

と
こ
ろ
、
恵
み
の
雨
が
降
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
秋
祭
り
に
は
五
穀
豊
穣

の
感
謝
を
込
め
て
獅
子
舞
を
続
け
て

い
ま
し
た
が
、
過
疎
化
の
影
響
で
昭

和
３５
年
を
最
後
に
休
止
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
約
４０
年
経
っ
た
平
成
１３
年

に
、
松
尾
の
獅
子
舞
の
休
止
を
知
っ

た
阿
川
地
区
の
青
年
１５
人
が
、
獅
子

舞
を
覚
え
て
い
る
方
々
に
習
っ
て
阿

川
芸
能
獅
子
舞
保
存
会
を
発
足
し
、

再
び
伝
統
が
紡
が
れ
ま
し
た
。

演
目
は
「
さ
っ
さ
踊
り
」「
曲
の

舞
」「
見
合
い
の
舞
」「
マ
ッ
チ
」「
打

ち
切
り
」
の
５
種
類
が
あ
り
、
阿
川

春
の
梅
ま
つ
り
、
夏
祭
り
、
秋
祭
り

で
、
雌
雄
の
獅
子
は
躍
動
す
る
姿
を

見
せ
て
い
ま
す
。

はやし のど か

林 和花ちゃん
H２５．４．１０生（２歳・女）

阿野字歯ノ辻

たかはし りん

�橋 凛ちゃん
H２５．４．２２生（２歳・女）

神領字谷

心 よ
り お 慶 び 申 し 上 げ ま す

祝 歳
～元気なおじいちゃん　おばあちゃん～

祝 歳
じいちゃん　おば
100

ながむら

長村きぬゑさん
神領字西上角

平成２７年１月１９日に長村きぬゑさんが１００歳の誕
生日を迎えられました。心からお慶び申し上げま
す。
誕生日には、ご親族の皆様がお祝いに駆けつけ、
また県・町より祝い状と記念品の贈呈がそれぞれ
行われました。
町内の１００歳以上の方は、長村さんで９名となり
ました。
これからも、ますますお元気でいらっしゃいま
すようお祈り申し上げます。

１８広報かみやま No.２９７


